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英語名：peptic ulcer 
同義語：胃潰瘍 (gastric ulcer)、十二指腸潰瘍 (duodenal ulcer)、急性胃粘膜病
変 (acute gastric mucosal lesion)、NSAIDs潰瘍 (NSAIDs ulcer) 

 
 

Ａ．患者の皆様へ 
 

ここでご紹介している副作用は、まれなもので、必ず起こるものではありません。ただ、副

作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響を及ぼすことがあるので、早めに「気づ

いて」対処することが大切です。そこで、より安全な治療を行う上でも、本マニュアルを参考

に、患者さんご自身、またはご家族に副作用の黄色信号として「副作用の初期症状」があるこ

とを知っていただき、気づいたら医師あるいは薬剤師に連絡してください。 
 

胃や十二指腸の粘膜があれる「消化性
しょうかせい

潰瘍
かいよう

」は、医薬品によって引

き起こされる場合があります。 

総合
そうごう

感冒
かんぼう

薬
やく

（かぜ薬）、痛み止め、解熱
げねつ

消炎
しょうえん

鎮痛
ちんつう

薬
やく

あるいは、ステ

ロイド剤、骨粗鬆症
こつそしょうしょう

治療薬でもみられることがあるので、何らかの

お薬を服用していて、次のような症状がみられた場合には、放置せず

に医師・薬剤師に連絡してください。 

「胃のもたれ」、「食欲低下」、「胸やけ」、「吐き気」、「胃が痛い」、「空

腹時にみぞおち（腹の上方中央にある窪んだ部分）が痛い」、「便が黒

くなる（黒色便）」、「吐血
とけつ

」などがみられ、これらの症状が持続する 

消化性潰瘍 
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１．消化性
しょうかせい

潰瘍
かいよう

とは？ 

消化性潰瘍とは胃や十二指腸の粘膜があれることをいいます。消

化性潰瘍の一番大きな原因はピロリ菌という菌が胃の中に感染して

いることですが、その次に多い原因が医薬品、特に解熱消炎鎮痛薬

（非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）など）の服用です。この他、

ステロイド剤、骨粗鬆症
こつそしょうしょう

治療薬、市販の総合
そうごう

感冒
かんぼう

薬
やく

（かぜ薬）で

もおこることがあります。解熱消炎鎮痛薬には熱を下げたり痛みを

和らげたりする作用があり、大変良く使われるお薬です。しかしな

がら副作用として消化性潰瘍になる場合があります。消化性潰瘍に

なると胃のもたれ、食欲低下、胸やけ、吐き気、胃が痛い、空腹時

にみぞおちが痛い、便が黒くなる（黒色便）などの症状が現れます。

便が黒くなるのは潰瘍から出血するためで、出血の量が多いと吐血

することもあります。解熱消炎鎮痛薬（NSAIDsなど）服用中の消化

性潰瘍は必ずしも痛みを伴うわけではなく、突然吐血や下血する事

もあるために注意が必要です。潰瘍が深い場合は胃が破れる

（穿孔
せんこう

：穴があく）こともあり、この場合は強い腹痛が続きます。 
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２．早期発見と早期対応のポイント 

痛み止め、総合感冒薬(かぜ薬)、解熱消炎鎮痛薬などの服用中

に、「胃のもたれ」、「食欲低下」、「胸やけ」、「吐き気」、「胃が痛い」、

「空腹時にみぞおちが痛い」、「黒色便」などの症状に気づいた場

合で、医薬品を服用している場合には、放置せずに医師・薬剤師

に連絡してください。 

潰瘍によって出血が起こった場合は、吐血や黒色便などの症状

が現れます。出血による貧血によっておこる症状としては、労作
ろうさ

時

息切れ、めまい、立ちくらみなどがあります。強い腹痛が起こっ

た場合は、穿孔の可能性があるため、早急に医療機関を受診する

必要があります。 

解熱消炎鎮痛薬による消化性潰瘍は、痛みなどの自覚症状が出

現しないことが多く、突然の吐血や下血あるいは貧血症状の検査

で発見されることもあります。貧血症状が現れた場合や血液検査

で貧血を指摘された場合には、積極的に上部消化管内視鏡検査を

受ける必要があります。 

特に解熱消炎鎮痛薬は高齢者を含め幅広く使用される医薬品で

すので、早期に消化性潰瘍を発見することが重要であり、上記の
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初期症状に気づいたら医師、薬剤師に連絡してください。 

患者さんご自身も大便の観察を行い、黒色便に気づいたら速や

かに医師、薬剤師に相談してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、このホームページにリンクしている

独立行政法人医薬品医療機器総合機構の「医療用医薬品 情報検索」から確認することができ

ます。 

https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 

 

※ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく公的制度として、医薬品を適正に使用し

たにもかかわらず発生した副作用により入院治療が必要な程度の疾病等の健康被害について、

医療費、医療手当、障害年金、遺族年金などの救済給付が行われる医薬品副作用被害救済制度

があります。 

（お問い合わせ先） 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 救済制度相談窓口 

https://www.pmda.go.jp/kenkouhigai_camp/index.html 

電話：0120－149－931（フリーダイヤル）[月～金] 9時～17時（祝日・年末年始を除く） 


